































































































































私にとって立教女学院がよかったのは、かなり自由な校だったということでしたね。昔 立教女学院は築地にあって、関東大震災のときに西荻に移転。まだあの電車がなくて。昔の人はみんなあのＪＲのほうから歩いたというけど、 たちが在籍した当時は井 頭線が通って
いたから、降りてすぐ目の前に学校がありました。ただし、学校の敷地に入ってから校舎まで行くのが大変なんですよ。走って行かないと遅れてしまうような、すごく広い敷地がありました。その後、短大ができて狭くなったのでしょうけど、走らないとなかなか到着しない。坂道を登って教室まで駆けつける。立教大学の池袋キャンパスと似ているのは、昔の建物だけど、教会があって講堂があって、本校舎がある。その前 芝生があって、ヒマラヤスギがあって、クリスマスにはイルミネーションがみられる。そういう感じだったわね。　
中学から立教女学院に入りましたが、自由な雰囲気が
























































































































































といって校庭で集まりました。校庭には、音楽会 できる芝生の広いところがあ から、そこに座って交流たけれども、結局、 れは実らなかった。今風に言えば、やはり学校が外へ出る とを嫌 ていたのかもしれません。私 ちはそんなことも知らずに、結局、 「呼び掛けてくだされば参加します」 いうことで終わ
　
それが生徒会の一員であった頃の話です。好き放題




す。高校での経験がちゃんと生きているのね。クラブを選ぶときにクラブに聞いて歩いたの、 「何をやってすか」と 本当に今、考えたら、何だろうと思うのだけど。史学科に入ったぐらいだから、歴史とか地理とか、そういう関係の ころを聞いて歩く しょ。そうすると、歴史学研究会は日本史の史料を読んで ると言っていたのね。史料だけではつまんな と思って。　
それで昔の「山小屋」 （学内木造校舎）の部室、ガタガ




































































の四月に始めるために。とも く予備調査に行ったのは、真冬の雪が降っているとき した 小岩井農場があって、その途中のところに調査村があります。雪にふぶかれてねえ（笑） 。ろくな装備をしていかなかったから大変でした。予備調査が一番大変。夏にもやはり盛岡のお寺に泊まり 一週間ぐらい毎日毎日通っ 、話を聞いてまとめました。　　
では調査は一〇日間ぐらい。移動日が一日ずつで、















































































































































































































ん一度も行っていないですよね（笑） 。行ったのは研究室。昼休みに。たぶん曜日も決めて たと思う。曜日も決めて、自分が忙しくて見れな ときは、大学院生の方が私たちの相手をして ださっ と思う。そういうこと、ありでしょうかね。あったんですよ（笑） 。　
もう一人はルターをテーマとしていたと思います。



















































たことが何回かあります。そ ときにウィーンの話がいっぱい出ました。このときのゼミに、女性がやはり二人だと思います。私を入れて三人。三年生でも六～七人の男性とで一〇人ちょっと。あ 四年生の人が数人いました。前年度から履修している人です。ちょうど一四人ほどいて、私は本の読み方を住谷先生 教えてもらいました。　
ゼミでは、エーリッヒ・フロム『自由からの逃走』を



































































いと思われて、実際に履修要項なども自分の文学部の時間割とを見比べて決められたというのはやはり、地理研でのつながりがあったのでしょう 史学科 学ぶ中で、そのゼミに行きたいと思うきっ けがあったのか。その大学での最初の出会 をお聞かせください。平形
　
大学に入学するときに学科の希望を出しますよ
ね。そのとき、第一希望が史学科で、第二希望が経済学部の経済学科 した。だから、高校の きの希望に、社会科系統ならできることを何かやり っていたので、文学部史学科の選択になった。それから、地理研で農村経済とか、地域調査とか、そういうのが面白くなっていたから、両方だと思います。
　
何か聞きに行きたい、何かしら知りたいということが









































































































































































































































































だできたばかりの高校に面接しに行ったら即決し くれたの。 「どうぞ、どうぞ」というので入って、そこで世界史の教師を三年間 勤めました。　
でも、軍人上がりの校長さんで、徹底的な昔気質の男
女別学教育です（笑） 。同じ 校でも女子部と男子部とがあって、私は女子のクラスの担任で、授業は両方を担当していました。 だ、あまりにも待遇がひどいから（ 「裏」で）組合づくりが始まっていました。組合づくりしていたところに入ったわけだから、もちろん声を掛けられて組合づくりに参加し ね。そうしたら 親を呼び出して「引き取れ」と言 らしいの。　
でも私の父は非常に保守的な人なのだけども、気骨は









































組合が 「ない」 ことになっている、 組合のことです。
それはわたしが就職して三年目ぐらいの時だから、みんな私より上の年齢の方たちがやっ いたのに、私は付いていっていまし 。いろいろ面白 ったことが っぱいあります。だんだんずうずう くな きますよね（笑） 。生徒を守るというのは、やはり鍛えられますよ。　
私が受け持ったのは四期生だから、まだ本当にできた




























ん。でも名前も顔も知っていました 歴教協大会に山田先生がいらしているのに。 「私、立教でお世話にな ました」なんていう話をして 山田昭次先生にもずいぶんお世話になっているのです。その後の講演依頼や資料提供とか調査とかね。　
だから、歴教協で山田先生に会った際、自警団の特質




























































































































講師をしながら毎年毎年、専任はどこかないかっ 探したわけ。ある学園に募集があったので面接 行きました。 「二校の教師をしていて幾 もらっている？」と聞かれて、ありのままに言ったのね。そう たら、 「多いですね」と言われたんです。　
その学園はそういう学校だったの。あの首切りがあっ











































































選ぶときに、 絶対女子大学には行くまいと思ったの （笑） 。女性だけではないほうがいいと考えていま た。大学では男女共学が当たり前 思ったのかどうかは分からないのだけれども、共学の大 に行こう 思っていたので、女子大学は選びませんでした。受験勉強はしましたが、いろいろと行きたい学校を探して進学方法を選んで たら、立教大学の文学部史学科や経済学部への推薦入学が選択肢にありました。入試を受け く も面接と書類だけで大学に入れるのだから、楽ですよね。ほかの受験生には申し訳な けれども、そう った選び方で、進路希望を「立教 の推薦」にしました。だから 違和感よりも、共学でよかったと思いました。　
それと、こんなことを言ったら怒られるかもしれないけ
ど、立教大学の 生の男 子たちっておとなしいの（笑） 。　
何て言ったらいいのかな。もちろん、そうではない人





ら、この点でも男女共学に違和感はありませんでした。地理学研究会に入ったときも、上級生に女の人は三人いただけで 私 学年は十何人の中で一人でした。それでも別に困らないし、いやだとは思わなかったです。興味がある人と一緒に集まっていろいろ取り組むことが面白かったためです。あまりい 返事になりませんね（笑）　　
いえいえ、とんでもない。
平形
　
立教女学院という女子だけのところにいて、そこ
でおとなしくしてい からこそ、逆に大学入学後はいくらかおとなしくなくなったのではないかな（笑） 。　　
それでは、インタビューはこれで終わります。どう
もありがとうございまし 。（
1）旧文部省は、一九五六年度より全国の小・中・高の児童と生徒を対象実施した学力調査（一般に「学テ」と呼称）をしていたが、一九六一年度から従来、中学三年生を対象とした抽出調査から中学二・三年生全員を対象とした悉皆調査に転換した。その措置に対する反対・阻止のための行政への裁判闘争を「学テ闘争」と呼ぶ。雨田英一「全国学力調査」 （久保義三ほか編『現代教育史事典』東京書籍、二〇〇一年） 、四七頁。
（
2）後日、平形氏に確認したところ、 「私学単一」とは私立学校の単一組織の労働組合を指し、労働者である教職員が直接、労働組合に加盟する形態を単一組合と呼ぶと こと。
インタビューに答える平形千惠子氏
